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新市の人口（平成12年国勢調査）�

136,173人�
�

新市の面積�

208.52km2
�

伊勢市役所（本庁）
岩渕1丁目7番29号
（1M1111）

小俣総合支所
小俣町元町540番地
（1L3191）

御薗総合支所
御薗町長屋1221番地
（1L0235）

二見総合支所
二見町茶屋420番地1
（1b1111）

地域行事への協力、学区外通学・区域外就学受付、家庭教育相談室設置事業、学校体育施�
設使用料収納�

※各総合支所で、課の業務内容が変更される場合があります。詳細については、各総合支所の窓口へお問い合わせください。 �

主 な 業 務 �

総合支所の業務内容�

総合支所の総合調整および庶務、地域審議会の運営事務、コミュニティ振興、危機管理・�
災害対策・通報、期日前投票所の管理（総合支所内に限る）、まつり開催事業　など�

市税の諸証明、申告などの各種受付事務、窓口収納、原付自転車などの標識の交付　など�

戸籍、住民基本台帳、印鑑登録、外国人登録、埋火葬許可、国民年金、福祉年金、国民健康保険、�
老人医療、福祉医療費助成、ごみ収集・環境、狂犬病予防、合併浄化槽補助金申請　など�

介護保険、高齢者福祉、児童福祉、母子および寡婦福祉、心身障害者福祉、保育所、遺家�
族援護、健康づくり、各種検診　など�

消費者生活相談、河川・道路・排水路・公園などの維持・補修・修繕、道路占用許可申請�
受付、農地法にかかる諸証明�

水道料金、下水道使用料、農業集落排水、下水道工事�

現金の出納と保管、支出に関する審査確認　など�

課　　名�

地 域 振 興 課 �

税 　 務 　 課 �

生 活 環 境 課 �

福 祉 健 康 課 �

産 業 建 設 課 �

上 下 水 道 課 �

収入役室分室�

教育委員会事務局分室�
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新
し
い
「
伊
勢
市
」
の
紹
介
で
す

古
く
か
ら
「
日
本
人
の
心
の
ふ

る
さ
と
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き

た
伊
勢
。

11
月
１
日
か
ら
、
新
し
い
ま
ち

が
は
じ
ま
り
ま
す
。

おはらい町
江戸時代の旅人気分を味わえる伊勢特

有の切妻・妻入りのまち並みは、そぞろ
歩き、食べ歩きなどが楽しめます。

エンヤー、エンヤー。勇

壮な掛け声と木遣
き や

り唄。
いよいよ来年から、お木

曳き行事が始まります。
お木曳き行事は、遷宮の

用材を神宮に曳き入れる行
事で、全国の一日神領民も
参加して盛大に行われます。

お木曳き行事
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宮
川
河
口
に
位
置
す
る

御
薗
町
。
町
内
を
東
西
に

横
断
す
る
国
道
23
号
沿
い

に
商
業
が
発
達
し
、
伊
勢

志
摩
の
陸
の
玄
関
口
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
古
く
か
ら
幕
府

の
天
領
の
地
、
伊
勢
神
宮

の
神
領
の
地
と
し
て
歴
史

を
重
ね
、
発
展
し
て
き
た

こ
と
か
ら
、
現
在
も
根
強

く
独
自
の
伝
統
、
文
化
が

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

御
薗
町

山田奉行所記念館

江戸幕府の出張所である山田奉行所は、
寛永12年（1635年）にこの地に移転し、
以来230年間、この地方の公務や裁判な
どが行われました。時代劇で有名な大岡
越前守忠相は、この奉行所の第18代奉行
として活躍しました。
今年5月に開館した「山田奉行所記念

館」は、江戸時代に設置されていた奉行
所の一部や裁きを行ったお白州などを復
元し、当時の復元模型や御用船などが展
示されています。

は
る
か
昔
、
倭
姫
命

や
ま
と
ひ
め
の
み
こ
と

が
こ
の
地
を
訪
れ
た
と

き
に
、
そ
の
風
景
が
あ

ま
り
に
も
美
し
く
二
度

も
振
り
返
っ
て
み
た
た

め
、「
二
見
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

町
全
域
が
伊
勢
志
摩

国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
、

西
行
や
松
尾
芭
蕉
を
は

じ
め
と
す
る
多
く
の
旅

人
が
訪
れ
、
歌
に
詠
ん

だ
歴
史
的
な
名
所
、
旧

跡
が
数
多
く
残
る
町
で

す
。 二

見
町

賓日館
ひんじつかん

賓日館は明治20年、伊勢神宮に参拝す
る賓客の休憩・宿泊施設として建てられ、
ご幼少の大正天皇をはじめ、皇族や各界
要人が数多く宿泊されました。
現在は県有形文化財に指定され、資料

館として開館しています。唐
から

破
は

風
ふ

の正面
玄関、客室は、選び抜かれた材料や当時
の一流の建築家や職人の技を随所に見る
ことができます。

民話の駅　蘇
そ

民
みん

丹精を込めて作られた農作物、水揚
あ

げ
されたばかりの鮮魚のほか、地元の特産
品がそろいます。「安全で安心して食べて
いただける食材を」との生産者の願いが
込められ、地産地消を目指します。
また、施設内で作られたよもぎ餅やき

な粉餅など数種類の餅が名物です。
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ラブリバー公園
宮川の河川敷にある

清涼感あふれるラブリ
バー公園は、自然の森
や遊具、バスケットコ
ートやテニスコートな
どのスポーツ施設のほ
か、バーベキューコー
ナーなどがあります。

大念仏かんこ踊り
上條・小林地区に江戸時代初期から伝わる

先祖供養のお盆の行事「大念仏かんこ踊り」。
かんこ踊りのときに行われる手筒花火は、

とても勇壮で見るものを圧倒します。

御頭神事
おかしらしんじ

2月11日、高向地区で行われる「御頭神事」
は800年の歴史を持ち、国の重要無形民俗文
化財に指定されています。
日中は獅子舞が、夜には勇壮な火祭りの神

事が行われます。

小
俣
町
に
は
、
北
勢
に
標
高
60

ｍ
の
大
仏
山
が
横
た
わ
り
、
宮
川
を

は
じ
め
と
す
る
７
本
の
川
が
水
を

た
た
え
、
住
宅
を
囲
む
よ
う
に
の

ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

神
宮
参
拝
の
中
継
地
点

Ｊ
Ｒ
宮
川
駅
の
南
側
に
、
離
宮

院
跡
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
、
天

皇
に
代
わ
っ
て
伊
勢
神
宮
に
仕
え

る
斎
王
が
、
奉
仕
の
と
き
に
泊
ま

っ
た
場
所
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
明
治
に
な
る
ま
で
宮
川

に
は
橋
が
な
く
、
神
宮
へ
詣
で
る

人
々
は
、
宮
川
の
下
で
馬
を
返
し
、

「
宮
川
の
渡
し
（
桜
の
渡
し
）」
と

呼
ば
れ
る
渡
し
場
か
ら
、
舟
で
川

を
渡
り
ま
し
た
。

は
る
か
な
昔
に
神
宮
参
拝
の
中

継
地
点
と
し
て
栄
え
た
２
つ
の
場

所
は
、
ど
ち
ら
も
現
在
は
公
園
と

し
て
整
備
さ
れ
、
憩
い
の
場
と
な

っ
て
い
ま
す
。

小
俣
町

離宮院公園
斎王の離宮のあった場所。

ＪＲ宮川駅から徒歩約1分
のところにあります。

宮川親水公園
「宮川の渡し」でにぎわった渡

し場。ゆるやかな宮川の流れが訪
れる人をなごませます。

おばたまつり
毎年8月に開催。
「宮川の渡し」にちなんだ川渡

しみこし、離宮院太鼓、手筒花火
やメッセージ付きの打ち上げ花火
などが行われます。
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まちの話題�

飯田市・伊勢市婦人会交流会
生涯学習センターいせトピア（黒瀬町）で9月25日、

飯田市・伊勢市婦人会交流会が行われました。

飯田市婦人会の皆さんが会場に到着すると、伊勢の

郷土芸能「伊勢音頭」でお出迎え。

その後の交流会では、日ごろの活動内容などについ

て意見交換が行われ、お互いに親睦を深めました。

勤労者作品展
10月1日・2日、サンライフ伊勢（八日市場町）で勤

労者作品展が開催されました。

今年は、8部門に139人（218点）の出品がありました。

入賞者は下表のとおりです。（敬称略）

三重県障害者スポーツ大会
9月24日、県営総合競技場・陸上競技場で三重県障

害者スポーツ大会が行われました。

グラウンドでは、800ｍ競争、走り幅跳び、ソフト

ボール投げなどの競技が行われ、参加者たちは、楽し

いひとときを過ごしました。

伊勢の地産地消推進イベント

～やっぱりええなあ 伊勢のもん～

10月2日、しんみち商店街内・旧あさや空き店舗と

周辺のアーケードで地産地消推進イベント「やっぱ

りええなあ伊勢のもん」が開催されました。

会場では、特色ある地元農産物の紹介や販売・試

食コーナーが設けられ、たくさんの家族連れなどで

にぎわいました。

最優秀賞 優秀賞

写　真 向城　　巽 鈴木　文子

書　道 森本　成臣 黄瀬　　勇

手芸Ⅰ － 吉田　愛子

手芸Ⅱ 木下　　達 森　美代子

絵　画 山中　定子 浅野くすみ

彫　刻 山際　　昇 杉原　正男

陶　芸 中北　　透 岡田　純子

俳　画 脇海道増雄 －
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おばたスポレククラブ ＡＳＲＥＣ
ア ス レ ッ ク

小俣町では、子どもから高齢者まで、だれもがスポ

ーツ・レクリエーションを楽しめる、新しいタイプの

スポーツクラブの設立に向けて準備を進めています。

クラブの名称は町民の皆さんから募集し、「おばたス

ポレククラブＡＳＲＥＣ（アスレック）」に決まりまし

た。

ＡＳＲＥＣとは、Ａ＝オール、Ｓ＝スポーツ、Ｒ＝

レクリエーション、Ｅ＝エンジョイ、Ｃ＝クラブの頭

文字をそれぞれとったものです。

8月28日にはプレイベントとして、「おばたスポレク

フェスティバル」が行われ、いろいろなニュースポー

ツ体験や親子料理教室が行われました。

ようこそ！
福岡県志摩中学校の皆さん！
(姉妹町交流事業)

昭和44年から姉妹町交流を続けている福岡県志摩
し ま

町
まち

か

ら、志摩中学校の生徒12人と引率者3人が9月9日・10日の

2日間、二見町を訪れました。

初日に二見中学校で行われた歓迎式では、両校の生徒た

ちがそれぞれの町や中学校の紹介を行いました。

役場では、町長から歓迎の挨拶があった後、生徒たちか

ら二見町を訪れた印象を話してもらいました。

翌日は二見中学校の体育祭に参加し、競技を通して生徒

同士の交流を図りました。

短い時間でしたが、両校の生徒たちにとって思い出深い

2日間となったことでしょう。

御薗村民体育大会

10月2日、御薗小学校グラウンドで「第43回村民体育

大会」が開催され、村内各地区からたくさんの方が参

加しました。

参加者たちは、地区対抗リレーやむかで競争などに

参加したり、自分の地区の選手を応援したりして、と

ても盛り上がりました。
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図書館だより
伊勢図書館 121-0077 FAX21-0078 小俣図書館 129-3900 FAX29-3902

■利用案内

開館時間 午前9時～午後5時（水曜日・木曜

日・金曜日は午後7時まで）

休館日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日も休

館）、国民の祝日、毎月第3水曜日、秋季特別整

理期間、年末年始

■おはなし会

とき ①11月5日（土）、②12日（土）、③19日（土）、

④26日（土）、午後2時30分～

ところ 1階児童書コーナー　

対象 ①②④幼児・小学生、③乳幼児・保護者

■ビデオの日

とき 11月13日（日）、午後１時30分～

ところ 2階視聴覚室

内容 「スウィートノベンバー」

■図書館施設利用抽選会（1～3月分）

とき 11月1日（火）、午前10時～（受付は午前9

時50分～）

ところ 2階視聴覚室

■新刊案内

＜一般書＞

星空を楽しむための気象学

いろいろな粉でつくるお菓子の本

褒めて、導く。

アッコちゃんの時代

あの日の空の青を

竹内浩三楽書き詩集

＜児童書＞

発明家は子ども！

ねずみのおなか

のら犬

ワッハワッハハイのぼうけん

リトル・ソルジャー

■利用案内

開館時間 午前9時～午後7時

休館日 毎週火曜日、図書整理日（毎月1日。1

日が火曜日の場合は2日も休館）、秋季特別整理

期間、年末年始

■おはなし会

とき 11月10日（木）、午前11時～

ところ １階おはなしのへや

対象 乳幼児・保護者

■上映会

とき 11月12日（土）、午後2時～

ところ 2階視聴覚室

内容 「ハローキティの幸せのチューリップ」

■パソコン教室

初心者コース

とき 11月12日（土）、午前9時30分～午後5時30分

ところ 2階パソコン室

ワード基礎コース

とき 11月26日（土）、午前9時30分～午後5時30分

ところ 2階パソコン室

■パソコン室一般開放

とき 毎週木曜日、午後1時～5時

■新刊案内

＜一般書＞

天国からマグノリアの花を

鶏料理

「小柄な女」は、運がいい！

50代からの健康ハンドブック

＜児童書＞

小さなひみつ

チョコレート工場の秘密

ミスター・ランチをすくえ！

おばさんはいつ空をとぶの

…休館日� …おはなし会� …上映会�…休館日� …おはなし会� …夜7時まで開館� …ビデオの日�

日 月 火 水 木 金 土�

        　 1  2  3  4  5  

6  7  8  9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土�

        　 1  2  3  4  5  

6  7  8  9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30

（11月）� （11月）�
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入
園
資
格

新
市
内
在
住
の
平

成
12
年
４
月
２
日
〜
13
年
４
月

1
日
生
ま
れ
の
５
歳
児
と
、
平

成
13
年
４
月
２
日
〜
14
年
４
月

1
日
生
ま
れ
の
４
歳
児

※
小
俣
幼
稚
園
は
、
平
成
14
年

４
月
２
日
〜
15
年
４
月
1
日
生

ま
れ
の
３
歳
児
も
対
象
と
な
り

ま
す
。

申
込
期
間

11
月
1
日
（火）
〜
11

日
（金）
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）
、
各
幼
稚
園
の
開
園

時
間
内

申
込
方
法

各
幼
稚
園
に
あ
る

所
定
の
入
園
願
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
希
望
す
る
幼
稚
園

へ
提
出
（
詳
細
に
つ
い
て
は
、

各
幼
稚
園
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

定
員

左
表
の
と
お
り

※
合
併
に
伴
っ
て
の
決
定
事
項

に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
次
第
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
幼
稚

園
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「公立幼稚園」の入園児を�
  二次募集します�
「公立幼稚園」の入園児を�
  二次募集します�
「公立幼稚園」の入園児を�
  二次募集します�

学校教育課�
（1K5628）�

平成18年蘇�平成18年度�平成18年度�

公
立
幼
稚
園

私
立
幼
稚
園

�

神社幼稚園�

豊浜東幼稚園�

豊浜西幼稚園�

北浜幼稚園�

城田幼稚園�

四郷幼稚園�

�

小俣幼稚園�

明野幼稚園�

・早修幼稚園は平成18年度から休園します�
・沼木幼稚園は引き続き休園します   

�

神社港295-20�

東豊浜町1458-4�

西豊浜町1760�

村松町3280-6　�

上地町1537-4�

楠部町2484　�

�

小俣町本町1�

小俣町明野1481

�

36-2631�

37-4090�

37-4077�

37-4099�

24-7077�

24-6052�

�

22-4902�

38-1234

3歳児�

－�

－�

－�

－�

－�

－�

�

24�

－�

4歳児�

6�

21�

14�

22�

14�

14�

�

若干名�

－�

5歳児�

5�

14�

18�

12�

13�

17�

�

若干名�

若干名�

定員（人）�

修道幼稚園�

有緝幼稚園�

中島幼稚園�

明倫幼稚園�

常盤幼稚園�

まるこ幼稚園�

神宮高倉山幼稚園�

神宮五十鈴川幼稚園�

双康幼稚園�

暁の星幼稚園�

和順幼稚園�

ゆたか幼稚園�

久世戸町4　�

船江2丁目2-29�

中島2丁目13-4�

岡本1丁目18-65�

岩渕1丁目6-32�

一之木1丁目8-3�

八日市場町17-20�

宇治中之切町38-2�

黒瀬町562-13�

小俣町本町1336�

小俣町元町214-3�

御薗町王中島23

28-1565�

23-5225�

28-2438�

28-4094�

28-4420�

28-5310�

28-4248�

22-4550�

22-7890�

22-0689�

28-1121�

22-3480

区　　分� 電話番号�

幼稚園名�区　　分� 所在地�

幼稚園名� 所在地�

電話番号�

旧伊勢市�

�

旧伊勢市�

旧小俣町�

旧小俣町�

旧御薗村�

市
　
　
立�

私
　
　
立�

９
月
25
日
に
行
わ
れ
た
ベ
ル

リ
ン
・
マ
ラ
ソ
ン
で
、
伊
勢
市

出
身
の
野
口
み
ず
き
選
手
が
日

本
新
記
録（
２
時
間
19
分
12
秒
）

で
優
勝
し
ま
し
た
。

昨
年
８
月
の
ア
テ
ネ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
女
子
マ
ラ
ソ
ン
で
の
金

メ
ダ
ル
獲
得
に
続
き
、
再
び
感

動
を
与
え
て
く
れ
た
野
口
選
手
。

市
は
、
日
本
新
記
録
で
の
優

勝
を
記
念
し
て
、
市
役
所
１
階

市
民
ホ
ー
ル
へ
「
野
口
み
ず
き

選
手
新
記
録
優
勝
記
念
コ
ー
ナ

ー
」
を
設
置
（
９
月
28
日
〜
10

月
９
日
）
し
、
そ
の
栄
誉
を
た

た
え
ま
し
た
。

今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

以
前
か
ら
建
設
が
進
め
ら
れ

て
き
た
、
野
口
み
ず
き
選
手
の

顕
彰
記
念
碑
（
ア
テ
ネ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
女
子
マ
ラ
ソ
ン
金
メ
ダ

ル
獲
得
）
が
完
成
し
、
10
月
９

日
、
「
野
口
み
ず
き
選
手
顕
彰

記
念
碑
建
設
委
員
会
」
か
ら
市

へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

〜
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

女
子
マ
ラ
ソ
ン
金
メ
ダ
ル
獲
得
〜

顕
彰
記
念
碑
を
設
置

倉田山公園野球場前のロータリー

に設置された顕彰記念碑

お
め
で
と
う
!!

野
口
み
ず
き
選
手

ベ
ル
リ
ン
・
マ
ラ
ソ
ン

日
本
新
記
録
で
優
勝

ベ
ル
リ
ン
・
マ
ラ
ソ
ン

日
本
新
記
録
で
優
勝
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旧
二
見
町
、
旧
小
俣
町
、
旧

御
薗
村
に
本
籍
・
住
所
が
あ
る

方
は
、
市
町
村
合
併
に
伴
い
、

11
月
１
日
を
も
っ
て
、
戸
籍
・

住
民
票
・
戸
籍
の
附
票
・
印
鑑

登
録
証
明
書
な
ど
の
本
籍
・
住

所
の
表
示
が
、
左
表
の
と
お
り

新
し
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
旧
二
見
町
、
旧
小
俣

町
、旧
御
薗
村
に
住
所
が
あ
り
、

本
籍
が
ほ
か
の
市
町
村
に
あ
る

方
は
、
市
か
ら
の
通
知
に
よ
り
、

戸
籍
の
附
票
に
記
載
さ
れ
て
い

る
現
住
所
の
表
示
が
、
新
し
い

表
示
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

●

印
鑑
登
録
証
明
書

●

住
民
票
の
写
し

●

登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書

●

新
「
い
せ
市
民
カ
ー
ド
」（
暗

証
番
号
の
登
録
が
あ
る
も
の
）

※
市
町
村
合
併
前
に
交
付
を
受

け
た
「
い
せ
市
民
カ
ー
ド
（
暗

証
番
号
の
登
録
が
あ
る
も
の
）」

「
お
ば
た
タ
ウ
ン
カ
ー
ド
」
で

も
、
今
ま
で
ど
お
り
自
動
交
付

機
を
利
用
で
き
ま
す
。

今 ま で の 表 示 � 新 し い 表 示 �

度会郡二見町大字松下○○番地�

度会郡二見町大字江573番地以降�

度会郡二見町大字江572番地以前�

度会郡二見町大字三津○○番地�

度会郡二見町大字山田原○○番地�

度会郡二見町大字山田原1000番地以降�
および溝口の一部�

度会郡二見町大字溝口○○番地�

度会郡二見町大字荘○○番地�

度会郡二見町大字西○○番地�

度会郡二見町大字今一色○○番地�

度会郡小俣町明野○○番地�

度会郡小俣町相合○○番地�

度会郡小俣町元町○○番地�

度会郡小俣町宮前○○番地�

度会郡小俣町本町○○番地�

度会郡小俣町湯田○○番地�

度会郡小俣町新村○○番地�

度会郡小俣町新村字一ノ岡○○番地�

度会郡小俣町新村字百町○○番地�

度会郡小俣町新村字石川○○番地�

度会郡御薗村大字　向○○番地�

度会郡御薗村大字長屋○○番地�

度会郡御薗村大字王中島○○番地�

度会郡御薗村大字新開○○番地�

度会郡御薗村大字上條○○番地�

度会郡御薗村大字小林○○番地�

伊勢市二見町松下○○番地�

伊勢市二見町江○○番地�

伊勢市二見町茶屋○○番地�

伊勢市二見町三津○○番地�

伊勢市二見町山田原○○番地�

伊勢市二見町光の街○○番地�

�
伊勢市二見町溝口○○番地�

伊勢市二見町荘○○番地�

伊勢市二見町西○○番地�

伊勢市二見町今一色○○番地�

伊勢市小俣町明野○○番地�

伊勢市小俣町相合○○番地�

伊勢市小俣町元町○○番地�

伊勢市小俣町宮前○○番地�

伊勢市小俣町本町○○番地�

伊勢市小俣町湯田○○番地�

伊勢市小俣町新村○○番地�

伊勢市小俣町新村一ノ岡○○番地�

伊勢市小俣町新村百町○○番地�

伊勢市小俣町新村石川○○番地�

伊勢市御薗町高向○○番地�

伊勢市御薗町長屋○○番地�

伊勢市御薗町王中島○○番地�

伊勢市御薗町新開○○番地�

伊勢市御薗町上條○○番地�

伊勢市御薗町小林○○番地�

伊勢市役所（本庁）１階玄関�

二見総合支所　２階ロビー�

小俣総合支所　１階玄関�

御薗総合支所　１階玄関横（外側）�

�

伊勢市小俣北部保健福祉会館�

1月4日～12月31日�

午前7時～午後8時�

設置場所� 利用可能日と時間�

1月5日～12月27日�

午前9時～午後8時�
※ただし、休館日（毎週月曜日、�
　祝日の翌日）を除く。�

■本籍・住所の表示�

■自動交付機の設置場所と利用可能日時�

戸
籍
や
住
民
票
な
ど
の

本
籍
・
住
所
の
表
示
が

変
わ
り
ま
す

お
取
り
い
た
だ
け
る

証
明
書
の
種
類

市
町
村
合
併
後
は
市
内

５
カ
所
で
自
動
交
付
機
を

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

戸籍住民課（1K5547）�

自
動
交
付
機
の
利
用
時
に

必
要
な
も
の
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●

現
在
有
効
な
旧
市
町
村
の
「
印

鑑
登
録
証
」
（
新
「
い
せ
市
民

カ
ー
ド
」
へ
交
換
す
る
と
き
）

●

印
章
（
認
め
印
）

●

本
人
確
認
が
で
き
る
身
分
証

明
書
（
お
持
ち
の
方
）

例
　
運
転
免
許
証
、
外
国
人
登

録
証
明
書
、
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
障
害
者

手
帳
な
ど
の
官
公
署
発
行
の
顔

新
「
い
せ
市
民
カ
ー
ド
」
は
、

市
町
村
合
併
後
、
印
鑑
登
録
を

す
る
と
き
に
交
付
し
ま
す
。

す
で
に
印
鑑
登
録
を
さ
れ
て

い
る
方
は
、
旧
市
町
村
の
「
印

鑑
登
録
証
」
を
新
「
い
せ
市
民

カ
ー
ド
」
に
交
換
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
た
、
印
鑑
登
録
を
し
て
い

な
い
方
に
は
、
「
住
民
票
の
写

し
」
ま
た
は
「
登
録
原
票
記
載

事
項
証
明
書
」
の
み
取
っ
て
い

た
だ
け
る
、
新
「
い
せ
市
民
カ

ー
ド
」
を
交
付
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

新
「
い
せ
市
民
カ
ー
ド
」
の

交
付
を
受
け
る
と
き
は
、
次
の

も
の
を
持
参
し
て
、
必
ず
ご
本

人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

本
人
以
外
で
は
暗
証
番
号
の

登
録
が
で
き
ま
せ
ん
。

●

登
録
す
る
印
章
（
印
鑑
登
録

を
す
る
と
き
）

市
町
村
合
併
後
は
、
す
べ
て

の
地
域
に
地
区
連
絡
員
を
配
置

し
、
「
広
報
い
せ
」
な
ど
の
配

布
を
行
い
ま
す
。

●神社地区コミュニティセンター（みなとデイサービスセンター併設）

●浜郷地区コミュニティセンター

●宮本地区コミュニティセンター

●豊浜地区コミュニティセンター

●北浜地区コミュニティセンター

●城田地区コミュニティセンター

●沼木地区コミュニティセンター（農村環境改善センター併設）

■会議室（神社地区コミュニティセンターを除く）

開館時間 午前9時～午後10時

休館日 12月29日～翌年1月3日

■図書室

開館時間 午前9時～午後5時

休館日 土曜日、祝日、12月29日～翌年1月3日

※申込方法や使用料などについては、各地区コミュニティセン

ターへお問い合わせください。

問い合わせ先

神社地区コミュニティセンター
（1Z4651：神社港262－1）

浜郷地区コミュニティセンター
（1L4880：黒瀬町48）

宮本地区コミュニティセンター
（1L2232：前山町355－4）

豊浜地区コミュニティセンター
（1[2038：西豊浜町3044－10）

北浜地区コミュニティセンター
（1[2026：村松町3－1）

城田地区コミュニティセンター
（1L3638：上地町1809－1）

沼木地区コミュニティセンター
（1]1201：上野町1215－1）

写
真
付
き
の
も
の
。（
た
だ
し
、

発
行
後
10
年
以
内
の
も
の
で
、

有
効
期
限
内
で
あ
る
こ
と
）

伊
勢
市
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
左
表
の
と
お
り
）
は
、

地
域
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
の
地
域
活
動
の
場
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
生
活

文
化
の
向
上
お
よ
び
福
祉
増
進

を
図
る
た
め
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。各

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
は
、
支
所
・
図
書
室
・
会

議
室
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

伊勢市地区コミュニティセンター

伊
勢
市
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
の
ご
利
用
を

地
区
連
絡
員
を
配
置

新
「
い
せ
市
民
カ
ー
ド
」
は

い
つ
交
付
す
る
の
？

交
付
を

受
け
る
と
き
は
？
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市
町
村
合
併
に
伴
い
、
旧
伊

勢
市
、
二
見
町
、
小
俣
町
に
在

住
（
こ
れ
か
ら
転
入
す
る
場
合

を
含
む
）
し
て
い
る
方
へ
の
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
初
期
費
用

に
対
す
る
補
助
が
、
11
月
1
日

（火）
か
ら
左
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
一

部
変
更
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
御
薗
町
に
在
住
（
こ

れ
か
ら
転
入
す
る
場
合
を
含

む
）
し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
一

般
再
送
信
に
加
入
し
て
い
る
（
加

入
す
る
）
方
に
つ
い
て
は
、
合

併
前
に
引
き
続
き
、
加
入
初
期

費
用
と
月
額
利
用
料
が
無
料
と

な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
御
薗
町
地
域
に
つ

い
て
は
、
従
来
か
ら
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
網
を
使
用
し
た
緊
急
防

災
情
報
の
発
信
や
連
絡
を
行
っ

て
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
た

め
で
す
。

①
個
人
（
次
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
す
方
）

●

新
市
内
に
居
住
し
、
新
し
い

伊
勢
市
に
住
民
票
ま
た
は
外
国

人
登
録
が
あ
る
方

●

新
市
内
の
自
ら
居
住
す
る
住

宅
（
借
家
を
含
む
）
で
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
を
視
聴
す
る
た
め

に
新
た
に
加
入
す
る
方

※
た
だ
し
、
す
で
に
補
助
を
受

け
て
い
る
方
と
同
一
世
帯
の
方

は
除
き
ま
す
。

②
自
治
会

●

地
域
住
民
が
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
を
地
域
的
な
共
同
活
動
に
利

用
す
る
目
的
で
、
新
た
に
加
入

す
る
自
治
会

１
対
象

◆行政情報チャンネル

10ch

10チャンネルは、市役所の行政情報チャ

ンネルです。

「特集」「市からのお知らせ」などの行政

情報や、市議会本会議および予算・決算特

別委員会（開会日の翌日に放送）などをお

伝えしています。

また、災害発生時には、伊勢市の災害の

状況をお伝えします。

21ch 御薗地区のみ

10チャンネルと同じ「特集」「市からのお

知らせ」などの行政情報や、お天気情報、

防災情報をお伝えします。

◆コミュニティチャンネル

8ch

8チャンネルは、㈱アイティービーの地域

情報チャンネルです。

伊勢度会地域のニュース・イベントなど

を中心に、地域の身近な情報をお伝えして

います。

また、定点監視カメラを災害危険箇所

（五十鈴川、宮川、

二見浦）に設置し、

地元の防災情報も

皆さんにお伝えし

ます。
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補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
1
人
（
ま

た
は
1
自
治
会
）
に
つ
き
1
回

ま
で
で
、
同
一
世
帯
に
す
で
に

補
助
を
受
け
た
方
が
い
る
場
合

は
、
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。補

助
金
の
交
付
申
請
な
ど
は
、

加
入
契
約
時
に
㈱
ア
イ
テ
ィ
ー

ビ
ー
に
委
任
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
市
へ
の
手
続
き
は
、
㈱

ア
イ
テ
ィ
ー
ビ
ー
が
代
行
し
ま

す
。

※
新
市
内
に
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
網
の
一
部
未
整
備
地
域
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て

は
、
㈱
ア
イ
テ
ィ
ー
ビ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

二
見
町
、
小
俣
町
、
御
薗
町

の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
行
政
情
報

番
組
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
、
市
町

村
合
併
後
、
21
チ
ャ
ン
ネ
ル
か

ら
10
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
変
更
さ
れ

ま
す
。

3 加入初期費用�

2 補助対象経費�

ケーブルテレビに新規加入する方（個人の場合）�

項　　目�

加入金�

引込工事�

宅内工事（標準）�

合　　計�

通常価格�

26,250円�

15,750円�

10,500円�

52,500円�

伊勢市補助金�

0円�

　　―�

5,000円�

5,000円�

�

13,650円�

15,750円�

0円�

29,400円�

加入者負担�

12,600円�

0円�

5,500円�

18,100円�

※生活保護受給者および自治会が新規加入する場合は、宅内工事（標準）の補助金が上記（2 補助対象経費）の金額となります。�
※加入金については、㈱アイティービーのキャンペーンで割引となっているため、補助対象外です。�
※ケーブルテレビを視聴するためには、加入初期費用のほか、月額利用料（補助対象外）が必要です。�
※㈱アイティービーのキャンペーン割引額は変更する場合があります。�

㈱アイティービー割引額�
（キャンペーン）�

平成17年11月1日現在�

11月1日以降� 合併前との変更点�

対象� 補助率� 二見町・小俣町� 旧伊勢市�

加入金�

項目�

個人�

1／2�
（上限額は12,500円。ただし、
㈱アイティービーが加入金の割
引を実施する場合、補助はあり
ません）�

宅内工事�
（標準）�

個人� 1／2�
（上限額は5,000円）�

変更なし�

変更なし�

変更なし�

生活保護受給者� 9／10�
（上限額は9,000円）�

変更なし� 追加�

自治会� 9／10�
（上限額は27,000円）�

二見町は追加�
小俣町は変更なし�

追加�

※これまで二見町･小俣町で実施していた事業所への補助は、廃止となります。 �

㈱アイティービー
の割引実施中は、
補助対象外となり
ます�

〈申込または問い合わせ先〉

株式会社アイティービー
〒516－0014 伊勢市楠部町248－1
フリーダイヤル　0120－27－0089

127－0700
http://www.itv-mie.jp
e-mail  info@amigo.ne.jp

４
補
助
の
制
限
な
ど

５
申
込
方
法

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
行
政
情
報

番
組
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が

変
更
さ
れ
ま
す
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平
成
18
年
度
市
・
県
民
税
の

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で

す
。配

偶
者
へ
の
均
等
割
非
課
税

措
置
が
、
平
成
17
年
度
か
ら
２

年
間
で
段
階
的
に
廃
止
さ
れ
ま

す
。従

来
は
、条
件
を
満
た
せ
ば
、

配
偶
者
へ
の
均
等
割
の
課
税
は

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
定

の
金
額
を
超
え
る
所
得
が
納
税

義
務
者
に
あ
る
場
合
は
、
均
等

割
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
（
表
①

参
照
）

65
歳
以
上
で
前
年
中
の
合
計

所
得
金
額
が
1
０
０
０
万
円
以

下
の
方
に
適
用
さ
れ
る
老
年
者

控
除
（
48
万
円
）
が
、
平
成
18

年
度
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。（
所

得
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年

分
か
ら
廃
止
）

■
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ

イ

ー

タ

ッ

ク

ス

を
利
用
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ
と
は
、
国
税
電

子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
の
こ

と
で
す
。

自
宅
や
会
社
か
ら
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
国
税
の
申
告
・
納

税
や
申
請
・
届
け
出
の
手
続
き

が
で
き
ま
す
。

ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
だ
か
ら
簡
単

●

源
泉
所
得
税
の
毎
月
納
付
分
、

消
費
税
の
中
間
納
付
や
申
告
な

ど
の
手
続
き
に
大
変
便
利
で
す

●

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ht

tp
:/
/
w
w
w
.e
-tax
.n
ta.g
o
.jp

）

の
「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ

ー
」
で
作
成
し
た
申
告
書
を
ｅ

ー

Ｔ
ａ
ｘ
に
組
み
込
め
ば
、
ｅ

ー

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
・
納
税
が
で

き
ま
す

納税義務者の区分�
均　等　割 �

平成17年度� 平成18年度�

合計所得金額が28万円（給与収入の場合は93万円）以下の方�

均等割は�
課税されない�

均等割は�
課税されない�

合計所得が28万円�

（給与収入の場合は�

93万円）を超える方� 均等割額�
2,000円�

均等割額�
4,000円�

均等割額�
4,000円�

均等割額�
4,000円�

①  配偶者控除や扶養控除を受ける家族がい

る場合、合計所得が次の計算式によって算出

した金額以下の方�

28万円×（本人＋控除人数）＋17万6,000円  

②  上記①以外で、次の要件をすべて満たす

方�
● 夫と同じ市区町村に住んでいる�
● 夫と生計をひとつにしている�
● 夫に均等割が課税されている�

③  上記①、②以外の方�

■配偶者への市・県民税の均等割非課税措置（表①）�

配
偶
者
へ
の
市
・
県
民
税
の

均
等
割
非
課
税
措
置
が

段
階
的
に
廃
止

老
年
者
控
除
が
廃
止

伊
勢
税
務
署
総
務
課

（
1
R
3
1
9
1
）

税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

課税課市民税係（1K5534）�
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公
的
年
金
な
ど
は
、
年
金
の

収
入
金
額
か
ら
公
的
年
金
等
控

除
額
を
差
し
引
い
た
金
額
が
雑

所
得
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

公
的
年
金
等
控
除
額
は
、
年

金
受
給
者
の
年
齢
に
よ
り
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
18
年

度
か
ら
、
65
歳
以
上
の
方
に
か

か
る
公
的
年
金
な
ど
の
控
除
の

上
乗
せ
部
分
が
廃
止
さ
れ
、
公

的
年
金
な
ど
に
か
か
る
雑
所
得

の
計
算
方
法
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

（
表
②
参
照
）

な
お
、
65
歳
未
満
の
方
は
変

更
あ
り
ま
せ
ん
。

65
歳
以
上
で
前
年
の
合
計
所

得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の

方
へ
の
非
課
税
措
置
が
、
平
成

18
年
度
か
ら
廃
止
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、経
過
措
置
と
し
て
、

平
成
17
年
1
月
1
日
現
在
で
65

歳
に
達
し
、
前
年
の
合
計
所
得

金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方

は
、
平
成
18
年
度
分
に
つ
い
て

は
所
得
割
お
よ
び
均
等
割
の
税

額
の
３
分
の
２
を
減
額
し
、
平

成
19
年
度
分
に
つ
い
て
は
３
分

の
1
を
減
額
し
ま
す
。

定
率
減
税
と
は
、
そ
の
年
度

分
の
所
得
割
額
か
ら
一
定
の
率

で
減
額
す
る
制
度
の
こ
と
で
す
。

改
正
前

所
得
割
の
15
％
相
当
額
（
上
限

４
万
円
）

改
正
後

所
得
割
の
7.5
％
相
当
額
（
上
限

２
万
円
）

●

ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ
に
対
応
し
た
市

販
の
財
務
会
計
ソ
フ
ト
を
利
用

し
て
い
る
場
合
は
、
経
理
・
決

算
処
理
、申
告
書
作
成
・
提
出
、

納
税
の
一
連
作
業
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す

ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
方
法

①
開
始
届
出
書
と
本
人
確
認
書

類
（
住
民
票
の
写
し
な
ど
）
を

税
務
署
へ
送
付
ま
た
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い

②
税
務
署
か
ら
利
用
者
識
別
番

号
な
ど
の
通
知
書
と
ｅ
ー

Ｔ
ａ

ｘ
ソ
フ
ト
の
Ｃ
Ｄ
ー

Ｒ
Ｏ
Ｍ
が

送
付
さ
れ
ま
す

③
ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
と

き
に
必
要
な
電
子
証
明
書
な
ど

を
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
す

※
ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

:

/
/
w
w
w
.e-tax

.nta.g
o
.jp

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告

書
の
作
成
や
税
金
相
談
な
ど
に

つ
い
て
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http

:/
/
w
w
w
.nta.go

.

jp

）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

年　齢�

65歳以上�

65歳未満� 変更なし（上表と同じ）�

    330万円未満�

330万円以上   ～ 410万円未満�

410万円以上   ～ 770万円未満�

770万円以上  

（Ａ）   － 120万円�

（Ａ） × 75% － 37万5,000円�

（Ａ） × 85% － 78万5,000円�

（Ａ） × 95% － 155万5,000円�

その年中の公的年金などの�
収入金額の合計額（Ａ）�

雑所得（公的年金などの所得金額）�

改正後�

（平成18年度～）�

65歳以上�

65歳未満�

    260万円未満�

260万円以上   ～ 460万円未満�

460万円以上   ～ 820万円未満�

820万円以上   ～ �

   130万円未満�

130万円以上   ～ 410万円未満�

410万円以上   ～ 770万円未満�

770万円以上  

（Ａ）   － 140万円�

（Ａ） × 75% － 75万円�

（Ａ） × 85% － 121万円�

（Ａ） × 95% － 203万円�

（Ａ）   － 70万円�

（Ａ） × 75% － 37万5,000円�

（Ａ） × 85% － 78万5,000円�

（Ａ） × 95% － 155万5,000円�

改正前�

（平成17年度まで）�

■公的年金などにかかる雑所得の計算方法（65歳以上の方）（表②）�

公
的
年
金
等
控
除
額
を

見
直
し

65
歳
以
上
の
方
へ
の

非
課
税
措
置
が
廃
止

定
率
減
税
の
額
が

２
分
の
1
に
縮
小



と
き

11
月
24
日
（木）
、
午
後
７

時
30
分
〜
９
時

と
こ
ろ

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア
３
階
・
研
修
室
１

対
象

生
涯
学
習
の
推
進
役
と

し
て
の
講
師
を
希
望
し
、
「
い

せ
ト
ピ
ア
」
人
材
バ
ン
ク
へ
登

録
で
き
る
方

内
容

生
涯
学
習
推
進
役
と
し

て
の
講
師
の
あ
り
方
な
ど

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。

18平成17年11月号

職
種

看
護
師

採
用
予
定
人
員

６
人
程
度

採
用
予
定
日

平
成
18
年
1
月

1
日

申
込
期
間

11
月
1
日
（火）
〜
28

日
（月）
試
験
日

12
月
３
日
（土）

※
募
集
要
項
と
受
験
申
込
書
は
、

同
病
院
総
務
課
で
受
け
取
る
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

:/
/
ho
sp

ital.ise.m
ie.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

市
立
伊
勢
総
合
病
院
の

職
員

市
立
伊
勢
総
合
病
院

（
1
M
５
１
１
１
）

い
せ
ト
ピ
ア

指
導
者
養
成
講
座

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ
ア

（
1
K
０
９
０
０
）

募
　
集�

教
室
・
講
座�

〈
受
講
料
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

と
き

11
月
９
日
（水）
、
①
午
後

０
時
30
分
〜
1
時
30
分
、
②
午

後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

①
Ｊ
Ａ
伊
勢
小
俣
支

店
、
②
ユ
ニ
チ
カ
・
み
や
が
わ

生
協
前

対
象

小
俣
町
在
住
の
方

検
診
内
容

乳
が
ん
…
超
音
波

エ
コ
ー
に
よ
る
検
診
、
子
宮
が

ん
…
医
師
に
よ
る
頸
部
検
診

料
金

い
ず
れ
も
８
０
０
円

（
当
日
持
参
。
70
歳
以
上
は
無

料
）

持
ち
物

バ
ス
タ
オ
ル
（
乳
が

ん
検
診
を
受
け
る
方
）

申
込

11
月
1
日
（火）
か
ら
電
話

ま
た
は
FAX
で
小
俣
保
健
セ
ン
タ

ー
へ

と
き

11
月
26
日
（土）
、
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ

伊
勢
市
中
央
保
健
セ

ン
タ
ー
（
八
日
市
場
町
）

対
象

新
市
内
在
住
の
初
妊
婦

と
夫

内
容

妊
娠
中
の
健
康
管
理
、

赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
と
子
育
て
、

マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
諸

制
度
、
沐
浴

も
く
よ
く

実
習
、
お
父
さ
ん

の
た
め
の
妊
婦
模
擬
体
験
な
ど

定
員

40
人
程
度
（
先
着
順
）

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

申
込

電
話
ま
た
は
FAX
で
伊
勢

市
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

下
表
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

定
員

各
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費

一
部
自
己
負
担
金
が

必
要
（
当
日
持
参
）

申
込

電
話
ま
た
は
FAX
で
各
会

場
の
セ
ン
タ
ー
・
総
合
支
所
へ

料
理
講
習
会

パ
パ
と
マ
マ
の
教
室

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

伊
勢
市
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
1
Q
２
４
３
５
、
FAX
K
０
６
８
３
）

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー

（
1
L
７
８
７
０
、
FAX
O
９
８
４
４
）

二
見
総
合
支
所

（
1
b
1
1
1
1
、
FAX
c
３
７
５
４
）

御
薗
総
合
支
所

（
1
L
０
２
３
５
、
FAX
R
２
４
０
４
）

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

料 理 講 習 会 �

健康料理教室�

�

�

�

食改料理教室�

ところ� 対　象� 持ち物�テーマ�と　き�

11月 8日（火）�

11月19日（土）�

11月23日（祝）�

11月25日（金）�

11月22日（火）�

9：30～13：00�

9：30～13：00
�

�

10：00～13：00�

9：30～13：00

小俣保健センター�

�

�

ハートプラザみその�

二見公民館�

郷土食を作りましょう�

�

�

郷土食を作りましょう�

若さを保つ生活習慣�

小俣町在住の方�

�

�

御薗町在住の方�

二見町在住の方�

エプロン、三角巾�

エプロン�

三角巾�

米1/2カップ�

ヘルスメイト�

料理講習会�

伊勢市�

福祉健康センター�

お米をもっと�

利用しましょう�

旧伊勢市に�

在住の方�

参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
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と
き

11
月
12
日
（土）
、
午
前
９

時
45
分
〜
11
時
40
分

と
こ
ろ

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

内
容

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
加
入
園

児
（
４
・
５
歳
児
）
に
よ
る
防

火
演
技

参
加
ク
ラ
ブ

伊
勢
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
13
園

防
火
意
識
の
高
揚
と
火
災
の

発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
全
国

一
斉
に
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

一
日
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

（
1
K
5
6
2
4
）

と
き

11
月
11
日
（金）
・
12
日
（土）
、

午
前
10
時
〜
午
後
5
時
（
12
日

（土）
は
午
後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ

イ
オ
ン
ラ
ラ
パ
ー
ク

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
1
階
・

は
あ
と
広
場
（
小
木
町
）

内
容

「
暮
ら
し
を
支
え
る
税
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
や
小
・

中
学
生
の
作
品
展
示
、
無
料
税

務
相
談
、
マ
ス
コ
ッ
ト
作
り
な

ど

伊
勢
幼
年
消
防
大
会

消
防
本
部
予
防
課

（
1
O
１
２
６
８
）

と
き

11
月
1
日
（火）
、
午
後
7
時

30
分
〜

集
合
場
所

市
役
所
・
玄
関
前

11
月
９
日
（水）
〜
15
日
（火）
は

全
国
火
災
予
防
運
動

催

し

物

�

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

11月の主な相談など�

休日・夜間応急診療所�

内　　　容�

内　　　容� 対　象�場　所�

月日・時間�

と　　　き�

子育て相談�
（乳幼児相談）�

�
�
�

成人健康相談�
�

歯の健康相談（要予約）�
～認知症が心配な方へ～ 脳の健康相談（要予約）�

11月  8日（火）�
11月22日（火）�

�11月22日（火）�

11月25日（金）�
11月29日（火）�
11月  2日（水）�
11月  4日（金）�
11月17日（木）�
11月17日（木）�
11月24日（木）�

9：00～11：00�
13：00～15：00�
9：30～11：00�
13：30～15：00�
9：30～11：00�
13：00～15：00�
9：00～11：00�
13：00～15：00�
13：00～15：00�
13：00～15：00�
13：00～15：00

伊勢市中央保健センター�
�

二見老人福祉センター�
�
小俣保健センター�
ハートプラザみその�
小俣保健センター�
ハートプラザみその�
�
伊勢市中央保健センター�
�

新市内在住の方�
�
二見町在住の方�
�
小俣町在住の方�
御薗町在住の方�
�
�
新市内在住の方�

2.南勢志摩県民局保健福祉部（伊勢保健所　1Q5148）で行うもの �

ＨＩＶ検査（エイズ検査）�
�
こころの健康相談（要予約）�

毎週火曜日 （ 8：45～11：00）�
毎月第2火曜日 （ 17：30～19：00）�

11月24日（木） （ 13：00～15：00）�

休日・夜間応急診療所（伊勢市福祉健康センター内）は、休日と毎夜間診療を行っています。 内…内科医、小…小児科医�

診療日 �11　月�

内科・小児科�
（1O8795）�

昼間�
10：00～12：00�
13：00～17：00�

夜間�
19：30～22：00

休日（昼間・夜間）�
�
�
�
平日（夜間）�

休日（昼間10：00～12：00、13：00～17：00）�

 3日 6日 13日 20日 23日 27日 �

　　　　　　　内科・小児科医師の2人体制で診療 �
 1日 2日 4日 5日 7日 8日 9日�
�
 10日 11日 12日 14日 15日 16日 17日�
�
 18日 19日 21日 22日 24日 25日 26日�
�
 28日 29日 30日 �
�
�

※内科・小児科については、出務医師の診療科目にかかわらず、いずれも診療します。なお、上記の時間以外の診療や重症の方は、
　救急医療情報センター（1R1199、24時間受付）へお問い合わせください。 �

1.各会場で行うもの（お問い合わせは各会場へ）�

歯科（1Q0829）�

 小 内 内 内 内 内 内�
�
 内 内 内 内 内 内 内�
�
 内 小 内 内 内 内 内�
�
 内 内 内 �
�

み
ん
な
で
学
校
へ

集
ま
ろ
う
! !

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

（
1
K
５
６
２
４
）

と
き

①
11
月
７
日
（月）
・
14
日

（月）
・
21
日
（月）
、
②
11
月
1
日

（火）
・
15
日
（火）
・
29
日
（火）
、
③
11

月
11
日
（金）
・
18
日
（金）
・
25
日
（金）

と
こ
ろ

①
城
田
中
学
校
（
粟

野
町
）
、
②
港
中
学
校
（
竹
ヶ

鼻
町
）、
③
倉
田
山
中
学
校
（
神

田
久
志
本
町
）

内
容

①
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
、
②
中
国
健
康
体
操
、
③
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス

税
金
展

課
税
課
（
1
K
５
５
３
０
）
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と
き

11
月
27
日
（日）
、
午
前
9
時
〜

と
こ
ろ

市
営
庭
球
場
（
古
市
町
）

新
市
誕
生
と
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

大
賞
準
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
を
記
念
し
て
、

伊
勢
街
道
（
斎
宮
〜
伊
勢
神
宮
内
宮：

約
17
km
）
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
す
。

と
き

11
月
19
日
（土）
、
午
前
９
時
30
分

〜
（
荒
天
中
止
）

集
合
場
所

い
つ
き
の
み
や
歴
史
体
験

館
（
明
和
町
斎
宮
３
０
４
６
―

25
）

コ
ー
ス

い
つ
き
の
み
や
歴
史
体
験
館

〜
宮
川
堤
公
園
〜
外
宮
〜
古
市
街
道
〜

内
宮

定
員

３
０
０
人
程
度

申
込

当
日
・
午
前
９
時
〜
９
時
30
分

に
、
直
接
「
い
つ
き
の
み
や
歴
史
体
験

館
」
へ

と
き

12
月
10
日
（土）
、
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
ご
ろ

と
こ
ろ

農
林
漁
業
体
験
実
習
館
（
矢

持
町
）

対
象

小
学
生
以
上
（
中
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

講
師

奥
山
藤
五
郎
さ
ん

定
員

30
人
程
度
（
先
着
順
）

参
加
費

１
５
０
０
円
（
注
連
縄
材
料

１
セ
ッ
ト
付
。
追
加
希
望
の
方
は
１
セ

ッ
ト
に
つ
き
１
０
０
０
円
必
要
）

持
ち
物

昼
食
、
飲
み
物

申
込

11
月
30
日
（水）
・
午
後
５
時
ま
で

に
、
電
話
、
郵
送
・
FAX
・
Ｅ
メ
ー
ル
（
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
）

で
、
同
委
員
会
（
〒
516
ー
8601
岩
渕
１
丁

目
７
ー
29
、
FAX
K
５
５
２
２
、
ア
ド
レ

ス

kanko
@
city.ise.m

ie.jp

）
へ

と
き

11
月
６
日
（日）
、
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

と
こ
ろ

県
営
大
仏
山
公
園
野
球
場
ほ

か
（
小
俣
町
、
玉
城
町
、
明
和
町
）

内
容

太
鼓
演
奏
、
武
術
太
極
拳
の
披

露
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ダ
ン
ス
、

マ
ジ
ッ
ク
な
ど

川
端
町
会

和
太
鼓
の
購
入

昭
和
苑
自
治
会

屋
外
放
送
設
備
の
設

置辻
久
留
台
自
治
会

映
像
機
器
の
購
入

ふ
じ
が
丘
自
治
会

屋
外
放
送
設
備
の

設
置

秋
季
市
民
テ
ニ
ス
大
会

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

（
1
K
５
６
２
４
）

地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
大
賞

準
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
記
念

ウ
ォ
ー
ク

観
光
政
策
課
（
1
K
５
５
６
５
）

平
家
の
里
ふ
れ
あ
い
事
業

注し

連め

縄な

わ

つ
く
り
体
験

観
光
政
策
課
内
・
平
家
の
里
ふ
れ
あ
い
事
業
推

進
実
行
委
員
会
（
1
K
５
５
６
６
）

大
仏
山
公
園
オ
ー
タ
ム

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

南
勢
志
摩
県
民
局
伊
勢
建
設
部
企
画
保
全
室

（
1
Q
５
２
９
５
）

川
端
町
会
、
昭
和
苑
自
治
会
、
辻
久

留
台
自
治
会
、
ふ
じ
が
丘
自
治
会
は
、

（財）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
平
成
17
年

度
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
の
助
成
を
受

け
、
次
の
と
お
り
屋
外
放
送
設
備
の
設

置
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
、
各
自
治
会
と
町
会
は
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

宝
く
じ
助
成
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

健
全
育
成
と
活
性
化

市
民
参
画
交
流
課

（
1
K
５
５
４
９
）

お
知
ら
せ�

辻久留台自治会

ふじが丘自治会 川端町会

昭和苑自治会
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10
月
1
日
に
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。
皆
さ
ん
、
調
査
票
へ
の
ご
記
入

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、

厳
重
な
管
理
を
し
な
が
ら
現
在
集
計
中

で
す
。

12
月
に
市
町
村
別
の
人
口
が
速
報
値

と
し
て
公
表
さ
れ
次
第
、「
広
報
い
せ
」

な
ど
に
掲
載
し
ま
す
。

そ
の
後
、
年
齢
別
・
産
業
別
な
ど
の

詳
し
い
統
計
が
公
表
さ
れ
ま
す
。

と
き

11
月
３
日
（祝）
ま
で
、
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ

市
役
所
東
庁
舎
４
階
・
選
挙

管
理
委
員
会
室

（
土
曜
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
は
、
本

庁
舎
1
階
・
守
衛
室
）

三
重
県
交
通
災
害
共
済
は
、
三
重
県

が
事
業
主
体
の
任
意
保
険
で
す
。
万
一

の
と
き
に
備
え
、
皆
さ
ん
が
お
互
い
に

助
け
合
え
る
交
通
災
害
共
済
へ
の
加
入

を
お
勧
め
し
ま
す
。

平
成
18
年
分
の
加
入
申
込
書
は
、
11

月
下
旬
〜
12
月
上
旬
に
各
世
帯
へ
郵
送

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
地
区
連
絡
員
か
ら
の
加
入
申

込
書
配
布
や
掛
け
金
の
預
り
は
行
い
ま

せ
ん
。

ま
た
、
小
俣
町
保
健
福
祉
会
館
と
御

薗
村
公
民
館
で
の
出
張
受
け
付
け
も
行

い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

受
付
窓
口

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、
各

総
合
支
所
、
各
支
所
、
金
融
機
関
（
銀

行
、
信
用
金
庫
、
労
働
金
庫
、
農
協
、

漁
協
）

※
加
入
申
込
書
と
掛
け
金
を
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

掛
け
金

1
人
に
つ
き
年
額
５
０
０
円

見
舞
金

最
高
１
２
０
万
円

三
重
県
、
伊
勢
市
、
三
重
県
道
路
公

社
は
、
伊
勢
二
見
鳥
羽
ラ
イ
ン
の
ア
リ

ー
ナ
仮
設
イ
ン
タ
ー
と
周
辺
の
交
通
状

況
を
調
査
す
る
た
め
、
ア
リ
ー
ナ
仮
設

イ
ン
タ
ー
を
開
放
し
ま
す
。

期
間

11
月
15
日
（火）
・
午
前
０
時
〜
12

月
1
日
（木）
・
午
前
０
時

と
こ
ろ

伊
勢
二
見
鳥
羽
ラ
イ
ン
の
ア

リ
ー
ナ
仮
設
イ
ン
タ
ー

県
下
の
最
低
賃
金
の
時
間
額
が
、
現

行
の
６
６
８
円
か
ら
６
７
１
円
に
改
正

さ
れ
、
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

（
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
労
働
者
な
ど

を
含
む
）
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
産
業
別
最
低
賃
金
が
適
用

さ
れ
る
労
働
者
は
除
き
ま
す
。

事
業
所
に
お
け
る
業
務
の
遂
行
方
法

に
つ
い
て
は
、
労
働
者
派
遣
か
請
負
か

を
明
確
に
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
労
働
者

の
安
全
衛
生
対
策
、
労
働
時
間
管
理
の

適
正
化
が
必
要
で
す
。

労
働
者
派
遣
と
請
負
の
区
分
に
つ
い

て
も
う
一
度
点
検
し
て
い
た
だ
き
、
適

正
な
労
働
者
派
遣
ま
た
は
請
負
を
実
施

し
て
く
だ
さ
い
。

国勢調査
ただいま集計中
商工政策課（1K5512）

三
重
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
を
縦
覧
中

選
挙
管
理
委
員
会
（
1
K
５
６
３
５
）

三
重
県
交
通
災
害
共
済
に

ご
加
入
を

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
1
K
５
５
９
３
）

二
見
総
合
支
所
（
1
b
１
１
１
１
）

小
俣
総
合
支
所
（
1
L
３
１
９
１
）

御
薗
総
合
支
所
（
1
L
０
２
３
５
）

伊
勢
二
見
鳥
羽
ラ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ
仮
設
イ
ン
タ
ー
の

交
通
量
調
査
を
実
施

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
1
K
５
５
１
１
）

三
重
県
高
速
道
・
道
路
企
画
室

（
1
津
０
５
９
・
２
２
４
・
２
７
３
９
）

三
重
県
道
路
公
社
伊
勢
志
摩
管
理
事
務
所
　

（
1
Q
５
４
２
３
）

県
下
の
最
低
賃
金
が

時
間
額
６
７
１
円
に
改
正

伊
勢
労
働
基
準
監
督
署
（
1
R
２
１
６
４
）

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
者
派
遣
・
請
負
の

適
正
化
を

三
重
労
働
局

（
1
津
０
５
９
・
２
２
６
・
２
３
０
５
）

朝熊IC

至玉城IC 至鳥羽�朝熊料金所�

二見�
料金所�アリーナ�

  仮設IC

県営サンアリーナ�

◆開放期間終了後は、アリーナ仮設インターは�
　通行できません。�
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U

C

D
ごみ処理について�ごみ処理について�ごみ処理について�

旧伊勢市在住の方�

二見町在住の方�

11月の資源物回収日�

回収地区�
資源ビン・�
 紙類・布類・�
ペットボトル�

プラスチック製容器包装�回収地区�
資源ビン・�
 紙類・布類・�
ペットボトル�

プラスチック製容器包装�

進　修�

修　道�

明　倫�

有　緝�

厚　生�

早　修�

中　島�

神　社�

18日（金）�

10日（木）�

17日（木）�

16日（水）�

2日（水）�

1日（火）�

29日（火）�

11日（金）�

8 日（火)�

8 日（火)�

11 日（金)�

10 日（木)�

15 日（火)�

15 日（火)�

4 日（金)�

7 日（月)

大　湊�

浜　郷�

宮　本�

豊　浜�

北　浜�

城　田�

四　郷�

沼　木�

25日（金）�

8日（火）�

22日（火）�

9日（水）�

4日（金）�

30日（水）�

15日（火）�

24日（木）�

2 日（水)�

1 日（火)�

9 日（水)�

2 日（水)�

1 日（火)�

4 日（金)�

7 日（月)�

9 日（水)

11月の不燃ごみ回収日� 11月の資源回収ステーション開設日�

回収地域� 回収日� 回収地域� 回収日�

可燃ごみ回収日が�

月曜日・木曜日�

2日（水）�

16日（水）�

可燃ごみ回収日が�

火曜日・金曜日�

9日（水）�

30日（水）�

11月の不燃ごみ（缶・ガラス）などの回収日 
回収物� 回収日�

缶・小金属類（集積所へ）           �

ガラス・陶器類（集積所へ）           �

天ぷら油・蛍光管（各地区公民館などへ）           

2日（水）・16日（水）・30日（水）            �

9日（水）            �

5日（土）・6日（日）            

・�

・�

・�

・�

・�

・�

・�

・�

22 日（火)�

22 日（火)�

25 日（金)�

25 日（金)�

29 日（火)�

29 日（火)�

18 日（金)�

24 日（木)

・�

・�

・�

・�

・�

・�

・�

・�

16 日（水)�

16 日（水)�

30 日（水)�

17 日（木)�

17 日（木)�

18 日（金)�

24 日（木)�

30 日（水)

旧伊勢市�

問い合わせ先�

二見町� 小俣町� 御薗町�

資源循環課�

（137-1443）�

新市のごみ処理は、当分の間は従来どおりです。�

ごみの分別、出し方、回収日は「ごみカレンダー」などで確認してください。�

二見総合支所�
生活環境課�
（142-1111）�

小俣総合支所�
生活環境課�
（122-3191）�

御薗総合支所�
生活環境課�
（122-0235）�

リデュース�
（発生抑制）�

リユース�
（再利用）�

リサイクル�
（再資源化）�

（伊勢市中央・宇治・船江・中島・城田・佐八）�

 2日(水) 3日(祝) 5日(土) 6日(日)�

 9日(水) 12日(土) 13日(日) 16日(水)�

 19日(土) 20日(日) 23日(祝) 26日(土)�

 27日(日) 30日(水)

※小俣町および御薗町のごみ処理は、従来どおりです�
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種　別� 相　談　日� 場　所�

毎週月曜日　午後１時30分～�
対象：新市内に住所を有する方�
受付：相談日当日の午後1時
15分までに秘書広報課へ来所�
定員：１日８人まで（定員
を超えた場合は抽選）�

11月9日（水）・24日（木） �
午後1時30分～�
対象：新市内に住所を有する方�
受付：11月1日（火）の午前8
時30分から社会福祉協議会小
俣支所へ来所または電話�
定員：いずれも4人まで（先
着順）�

11月9日（水）・16日（水）・30日（水）�
午前10時～午後3時�
受付：相談日当日の午前8時
30分から秘書広報課へ電話�
定員：1日4人まで（先着順）�

第2・4火曜日  午後1時～4時�
受付：午後3時まで�

第1・3水曜日�
午後1時～3時�

第2火曜日　午後1時～4時�
受付：午後3時まで�

第2木曜日  午後1時～4時  �
受付：午後3時まで�

毎週火曜日・水曜日・金曜日�
午前9時30分～午後4時30分�

11月4日（金）午後1時～4時�
受付：午後2時まで�

月曜日～金曜日�
午前9時～午後4時�

月曜日～金曜日�
午前8時30分～午後5時�

月曜日～金曜日�
午前8時30分～午後5時�

11月24日（木）�
午後1時～4時�

第1・3水曜日�
午後1時～3時�

月曜日～金曜日　�
午後1時～3時�
〈相談方法〉電話、来所�

第３木曜日�
午前9時30分～11時30分�
受付：相談日当日の午前8時
30分から秘書広報課へ電話�
定員：１日４人まで（先着順)

種　別� 相　談　日� 場　所�

月曜日～金曜日  �
午前9時～午後4時�
〈相談方法〉電話�

毎日（火曜日・日曜日・
祝日を除く）�
午前9時～午後5時�

火曜日～日曜日�
午前9時～午後5時�

月曜日～金曜日�
午前9時～午後4時�
〈相談方法〉電話、来所�

月曜日～金曜日�
午前9時～午後4時�
〈相談方法〉電話、来所�

月曜日～金曜日�
午前9時～午後5時�
〈相談方法〉電話、来所�

第2・4水曜日�
午後1時～5時��
毎週木曜日�
午前10時～午後5時�

 毎日24時間  �
 対応�
〈相談方法〉 �
 電話、来所�

毎週土曜日　�
午前10時～午後3時�
〈相談方法〉電話、来所�

月曜日～金曜日　�
午後1時～3時�
〈相談方法〉電話、来所�

第1・2・4・5火曜日�
午前10時～午後4時�
対象：新市内在住・在勤の
35歳以下の方またはその保
護者、学校の進路担当教諭�
定員：1日5人まで（相談
時間は1人45分）�

1 1月の無料相談�

法 律 �

結 婚 �

介 護 �

乳 幼 児 �

就 職 �

消費生活�

家庭教育�

青 少 年 �
（非行・いじめなど）�

老人在宅

介 護 �

教 育 �
小中学生の不登
校・いじめ・友人
関係・学習など�

臨床心理士�
などによる�
カウンセリン
グ（要予約）�
小中学生の�
教育について�

中高年齢者
職 業 �

クレジット�

サラ金など�

交通事故�

行 政 �

登 記 �

人 権 �
（家庭問題など）�

公 証 �
（遺言・契約証明）�

婦 人 �

母 子 �

家庭児童�

心配ごと�

秘書広報課�
121－5515

小俣公民館�
（問い合わせ先）�
社会福祉協議会�
小俣支所�

127－0509

秘書広報課�
121－5515

秘書広報課�
121－5515

秘書広報課�
121－5515

秘書広報課�
121－5515

秘書広報課�
121－5515

福祉総務課�
121－5556

児童長寿課�
121－5561

社会福祉協議会�
（伊勢市福祉健康センター内）�
127－2425

社会福祉協議会�
二見支所�

143－4400

小俣公民館�
（問い合わせ先）�
社会福祉協議会�
小俣支所�

127－0509

秘書広報課�
121－5515
津地方法務局�
伊勢支局�

128－6158

小俣公民館�
（問い合わせ先）�
小俣総合支所�
122－3191

社会福祉協議会�
（伊勢市福祉健康センター内）�

127－2425

社会福祉協議会�
（伊勢市福祉健康センター内）�

127－2425

大世古保育所�
125－3676

サンライフ伊勢��
（申込先）�
おしごと�
広場みえ�

1津059－222－3309�
商工政策課�
121－5568

中高年齢者�
職業相談室�
128－1267

家庭教育相談室�
「スマイルいせ」�
生涯学習センター�
いせトピア内�
121－0910

教育研究所�
八日市場町17－30�
戦災復興会館内�
122－0285�
122－0347

青少年相談�
センター�

（厚生中学校管理教室棟2階）�

128－6344

社会福祉協議会 127－2425

県民生活センター�
1津059－228－2212�
商工政策課�
121－5512

＜在宅介護支援センター＞�
 神 路 園  122－6010�
 双 寿 園  127－6177�
 白百合園 127－1511�
 山 咲 苑  126－2600�
 正 邦 苑  138－1800�
 み な と  135－0811�
 楽 寿 苑  131－0050�
 豊 壽 園  144－2525�
 ふたみふれあいプラザ 143－4423�
 小俣町在宅介護支援センター�

127－1155�
 山田赤十字病院在宅介護支援センター�
  128－4141

ごみ処理について�ごみ処理について�



平成16年 3月 1日 伊勢地区合併協議会設立

12月27日 合併協定書調印式

17年 1月18日 各市町村臨時議会で議決

2月 2日 三重県知事への合併申請

4月28日 総務大臣の告示

7月14日 新「伊勢市」の市章デザインを内定

10月22日・23日 閉市町村式

10月31日 各市町村閉庁

11月 1日 新「伊勢市」誕生

市町村合併までの経緯

● 合併の方式

これまでの4市町村は廃止され、新しい市が誕生する新設（対等）合併です。

● 新市の名称

「伊勢市」
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